








○昭和34年伊勢湾台風が中部地方を襲い、気象観測史上最大の台風被害をもたらした。
○その後、台風対策として総延長8,250mの高潮防波堤が建設され、名古屋港には広大な静穏水域が広がった。
○一方この頃より、海外との貿易が盛んとなるとともに、船舶が大型化していった。
○そのため、広大な水域を浚渫し大型船の航路を確保するとともに、その浚渫土砂を活用し臨海部に広大な
土地が造成され企業が進出している。現在では、名古屋港に約1,170もの事業所が立地。

○名古屋港は、総取扱貨物量や貿易輸出額において全国 1位となるなど、中部圏の生産活動や物流を支えている。

高潮防波堤の建設と名古屋港の発展

■背後に位置する名古屋市人口の変化
昭和35年(1960) 平成25年(2013)
159万人 →【 1.4倍】→ 227万人

■名古屋港の総取扱貨物量の変化
昭和35年(1960) 平成25年(2013)
1700万トン →【12.3倍】→ 2億800万トン

：1961～1970年造成 ：1991年～現在造成

高潮防波堤
昭和39年（1964年）完成



○建設後50年が経過した高潮防波堤は、老朽化が著しいことに加え、大規模地震時には液状化により大きく沈下し、
機能を果たせないことが想定されている。このため、「ケーソン補強」「嵩上」「断面補修」「洗掘防止」などの改良
事業を延長約4.5kmで実施中。平成26年度末に概成。

○東海・東南海・南海地震の発生の際は、液状化により２ｍ程度の防波堤沈下を想定している。
改良後は、この地震直後に伊勢湾台風クラスが来襲した場合、その高潮に対して、本来の防波堤の機能を果たす。

○加えて、南海トラフ巨大地震の発生の際は、液状化により３ｍ程度の防波堤沈下を想定している。改良後は、この地震
により発生すると考えられる津波が来襲したとしても、防波堤を越流することなく、粘り強く効果を発揮する構造となる。

○また、高潮防波堤により、港内の高潮・波浪を低下させ、海岸堤防の高さを低減することができる。

名古屋港高潮防波堤（改良）による整備効果
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■防波堤改良イメージ
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